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鶴居村マスコットキャラクター
「つるぼー」

鶴居村は
「日本で最も美しい村」連合に

加盟しています
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各
地
区
の
共
通
事
項

（
要
望
事
項
）

道
路
の
補
修
や
舗
装
等
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

毎
年
、
各
地
区
よ
り
道
路
の
補
修
や
舗

装
、
改
良
等
に
つ
い
て
多
く
の
ご
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
村
道
に
つ
い
て

は
、
常
に
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
早

急
な
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
安

全
走
行
の
確
保
と
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
損
傷
度
・
緊
急
性
を
確
認
し
村
内

全
体
で
の
優
先
度
を
考
慮
し
な
が
ら
、
適

正
な
整
備
と
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
国
道
と
道
道
に
係
る
要
望
に
つ

い
て
は
、
道
路
を
管
理
す
る
国
や
北
海
道

に
対
し
て
要
請
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

（
要
望
事
項
）

道
路
沿
線
の
支
障
木
の
伐
採
や
枝
払
い
に

つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

道
路
沿
い
の
通
行
に
支
障
が
生
じ
て
い

る
雑
木
や
枝
等
に
つ
い
て
は
、
交
通
上
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
を
管
理
す

る
国
や
道
と
連
携
し
て
必
要
な
都
度
に
伐

採
や
枝
払
い
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

道
路
敷
地
外
の
立
木
に
つ
い
て
も
、
所
有

者
の
了
承
を
得
た
う
え
で
対
応
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
通
行
に
支
障
が
無
く
景
観
上
の

問
題
で
あ
る
場
合
に
は
、
道
路
管
理
者
に

よ
る
対
応
は
難
し
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

そ
の
場
合
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を
得
て

地
域
等
で
対
応
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て
は
村
で
お

手
伝
い
し
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

道
道
53
号
線
「
芦
別
橋
」
の
段
差
解
消
に

つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

道
道
53
号
線
の
芦
別
橋
の
道
路
に
は
段

差
が
生
じ
て
お
り
、「
徐
行
」「
段
差
あ
り
」

の
注
意
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

該
箇
所
は
湿
地
帯
で
あ
る
こ
と
か
ら
大
規

模
な
工
事
が
必
要
と
な
る
た
め
、
道
路
管

理
者
で
あ
る
北
海
道
で
は
有
効
な
改
善
方

法
を
検
討
し
て
お
り
、
村
と
し
て
も
早

期
の
改
善
に
つ
い
て
要
請
を
続
け
て
い
ま

す
。

（
要
望
事
項
）

シ
カ
・
カ
ラ
ス
・
タ
ン
チ
ョ
ウ
・
ク
マ
等

に
よ
る
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
業
や
生
活
環
境
な

ど
へ
の
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
村

猟
友
会
や
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
団
体
の
ほ
か
、
国
及
び
道

等
と
連
携
し
な
が
ら
毎
年
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
、
鳥
獣
被
害
対

策
を
専
門
と
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

１
名
を
配
置
し
、
捕
獲
推
進
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
中
の
捕
獲
実
績
は
、
エ
ゾ

シ
カ
１
，
５
７
４
頭
、
カ
ラ
ス
２
，
２
２

８
羽
、
キ
ツ
ネ
54
匹
、
タ
ヌ
キ
１
０
５
匹
、

ヒ
グ
マ
３
頭
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
ゾ
シ
カ
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
11

月
末
現
在
の
捕
獲
実
績
は
１
，
６
３
０
頭

と
な
っ
て
お
り
、
個
体
数
は
こ
こ
数
年
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
囲
い
ワ
ナ
に
よ

る
集
団
捕
獲
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
引
き
続
き
猟
友
会
に
よ
る
狩
猟
と
合

わ
せ
て
対
策
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
の
捕
獲
に
つ
い
て
は
、
村
内
事

業
者
へ
の
委
託
管
理
や
各
地
区
に
箱
ワ
ナ

の
設
置
な
ど
に
よ
る
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
が
、
令
和
３
年
12
月
末
現
在
の
捕
獲
実

績
は
１
，
５
３
８
羽
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
に
よ
る
農
業
被
害
対
策
に

つ
い
て
は
、「
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
共
生
す
る

む
ら
づ
く
り
」
の
推
進
と
調
整
し
つ
つ
、

地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
村
鳥
獣
被
害

対
策
協
議
会
に
よ
る
「
追
い
払
い
事
業
」

の
継
続
や
農
業
施
設
等
の
被
害
防
除
対
策

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ヒ
グ
マ
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
箱
ワ
ナ
等
に
よ
る
被
害

対
策
に
努
め
て
お
り
、
令
和
３
年
度
中
は

下
久
著
呂
と
下
幌
呂
で
１
頭
ず
つ
捕
獲
し

て
い
ま
す
。
近
年
、
熊
の
出
没
が
相
次
い

で
確
認
さ
れ
、
近
隣
の
町
で
は
家
畜
被
害

が
相
次
ぐ
な
ど
、
本
村
で
も
警
戒
を
強
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
捕
獲
に
よ
る
被

害
対
策
の
継
続
を
は
じ
め
、
Ｉ
Ｐ
告
知
や

出
没
看
板
の
設
置
な
ど
で
注
意
を
呼
び
掛

け
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
以
降
も
捕
獲
体
制
の
強
化

を
図
る
こ
と
と
し
、
他
の
自
治
体
の
取
組

み
な
ど
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
一
体
的
に

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
３
年
度 

「
村
政
懇
談
会
」
の
主
な
要
望
事
項
の
説
明

　

村
で
は
、
毎
年
、
各
地
域
の
要
望
や
意
見

を
広
く
行
政
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
村

政
懇
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
地
域
事
情

等
を
考
慮
し
、
去
る
11
月
24
日
か
ら
12
月
２

日
ま
で
村
内
８
地
区
で
懇
談
会
を
開
催
し
、

１
地
区
を
書
面
に
よ
る
対
応
と
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

各
地
区
か
ら
は
、
村
政
に
対
す
る
様
々
な

要
望
事
項
等
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
検

討
結
果
に
つ
い
て
は
各
自
治
会
長
・
農
事
組

合
長
あ
て
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
主
な

要
望
事
項
の
説
明
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま

す
。

令和４年３月号　２



（
要
望
事
項
）

シ
カ
被
害
防
止
の
た
め
の
電
気
牧
柵
等
の

助
成
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

現
在
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
飼
料
畑
の
食

害
を
防
止
す
る
た
め
、
狩
猟
や
箱
ワ
ナ
等

に
よ
る
対
策
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
全
道

的
に
こ
こ
数
年
エ
ゾ
シ
カ
の
数
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
農
業
被
害
も
同
様
の
傾
向
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

る
厳
し
い
酪
農
情
勢
を
踏
ま
え
、
今
後
の

安
定
し
た
生
乳
生
産
基
盤
の
維
持
に
資
す

る
た
め
、
今
一
度
地
域
の
実
態
等
を
調
査

し
た
う
え
、
村
の
財
政
事
情
等
を
勘
案
し

な
が
ら
、
令
和
４
年
度
に
お
い
て
電
気
牧

柵
等
の
設
置
に
対
す
る
支
援
制
度
の
創
設

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

ハ
ン
タ
ー
の
マ
ナ
ー
対
応
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

野
生
鳥
獣
の
捕
獲
は
、
大
き
く
分
け

て
「
許
可
捕
獲
」
と
「
狩
猟
」
に
分
類
さ

れ
ま
す
。
許
可
捕
獲
に
つ
い
て
は
、
都

道
府
県
や
市
町
村
の
許
可
を
得
た
鳥
獣
被

害
対
策
員
が
通
年
で
捕
獲
に
従
事
し
、
狩

猟
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め
た
一
定
期
間

内
（
10
月
〜
３
月
）
に
限
り
鳥
獣
を
捕
獲

す
る
こ
と
が
で
き
る
一
般
の
ハ
ン
タ
ー
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
の
ハ
ン
タ
ー
に
よ
る
狩
猟
は
、
全

国
的
に
マ
ナ
ー
の
徹
底
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
村
で
も
、
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
マ
ナ
ー
の
徹
底
や
警
察

と
連
携
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
対
策
の
強

化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

鶴
居
小
学
校
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
拡
張
に

つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
社
会
教
育
課

　

鶴
居
小
学
校
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
は
、
新

総
合
体
育
館
の
建
設
で
移
設
が
必
要
と
な

り
、
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
設
営
場
所
に
つ

い
て
は
、
当
時
関
係
者
協
議
の
う
え
防
犯

上
の
観
点
か
ら
鶴
居
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
リ
ン
ク
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
照
明

設
備
、
散
水
設
備
を
整
備
し
た
経
過
が
あ

り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
１
周
２
３
０
ｍ
の
コ
ー
ス

を
設
営
し
ま
し
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水

は
け
を
良
く
す
る
た
め
に
東
側
が
70
㎝
ほ

ど
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
コ
ー
ス

内
の
氷
が
均
一
と
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
設
営
方

法
を
工
夫
し
た
結
果
、
コ
ー
ス
は
短
く
な

り
１
周
１
３
０
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現

状
で
は
、
他
の
場
所
へ
の
移
設
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
対
応
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

道
道
53
号
線
「
つ
る
ぼ
ー
の
家
」「
コ
ン

ビ
ニ
」
前
の
大
型
車
両
の
駐
車
禁
止
に
つ

い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
総
務
課

　

鶴
居
市
街
の
道
道
53
号
線
で
は
、
つ
る

ぼ
ー
の
家
と
コ
ン
ビ
ニ
前
に
大
型
車
両
等

が
路
上
駐
車
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
際

は
見
通
し
が
効
か
な
く
な
り
通
行
上
危
険

な
状
況
と
な
り
ま
す
。

　

路
上
駐
車
を
規
制
す
る
た
め
、
平
成
30

年
２
月
に
鶴
居
市
街
自
治
会
長
及
び
コ
ン

ビ
ニ
店
長
の
連
名
と
村
に
よ
る
要
請
書
を

釧
路
警
察
署
長
に
対
し
て
提
出
し
て
お

り
、
早
期
の
対
応
に
つ
い
て
要
請
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
が
、
交
通
量
や
交
通
障
害

の
状
況
か
ら
、
当
面
は
駐
車
禁
止
の
指
定

な
ど
は
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
付
近
の
「
つ
る
ぼ
ー
の
家
」

第
２
駐
車
場
を
一
般
開
放
し
、
利
用
を
促

す
た
め
に
駐
車
場
看
板
を
建
て
替
え
た
ほ

か
、
路
上
駐
車
個
所
の
両
車
線
側
に
注
意

看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
必
要

に
応
じ
て
当
該
車
両
の
所
属
す
る
会
社
や

ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
の
関
係
団
体
に
協

力
を
求
め
る
な
ど
、
一
つ
一
つ
路
上
駐
車

を
無
く
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

（
要
望
事
項
）

鶴
居
市
街
の
空
き
家
増
加
に
よ
る
景
観
及

び
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
企
画
財
政
課

　

村
で
は
、
村
内
の
空
き
家
・
空
き
地
を

希
望
者
に
情
報
提
供
し
、
空
き
家
の
改
修

に
か
か
る
費
用
を
補
助
す
る
な
ど
、
空
き

家
等
の
有
効
活
用
と
定
住
の
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
域
の
景
観
保
持
等
の
た
め
の

景
観
計
画
策
定
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
よ
り
一
層
、
空
き
家
対
策
を
進
め
る

こ
と
と
し
、
ま
た
、
空
き
家
の
改
修
費
用

の
補
助
や
起
業
化
支
援
等
を
引
き
続
き
行

い
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

運
転
免
許
証
返
納
者
に
対
す
る
村
の
対
応

に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
保
健
福
祉
課

　

村
で
は
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
村

民
の
方
等
の
移
動
手
段
の
確
保
と
し
て
、

福
祉
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
バ
ス
幌
呂
線
の
運

行
は
じ
め
、阿
寒
バ
ス
運
行
路
線
の
確
保
、

重
度
障
が
い
者
や
介
護
認
定
者
に
対
す
る

交
通
費
助
成
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る

個
別
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

よ
り
村
民
皆
さ
ん
の
要
望
に
沿
っ
た
移

動
方
法
の
充
実
に
向
け
て
、
地
域
公
共
交

通
網
の
形
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

下
久
著
呂
連
合
会

（
要
望
事
項
）

村
道
下
久
著
呂
協
和
線
及
び
岩
井
内
線
の

補
修
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

当
該
２
路
線
は
、
ひ
び
割
れ
や
路
肩
落

ち
、
わ
だ
ち
掘
れ
な
ど
舗
装
が
損
傷
し
て

い
ま
す
。

　

協
和
線
は
、
道
営
草
地
改
良
事
業
に
よ

る
道
路
改
良
工
事
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

工
事
着
手
は
令
和
６
年
度
の
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
道
路
状

態
が
悪
い
場
合
な
ど
は
、
村
で
部
分
補
修

な
ど
の
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
井
内
線
は
、
状
態
が
悪
い
区

間
は
補
修
（
オ
ー
バ
ー
レ
イ
）
が
完
了
し

て
い
る
の
で
、
路
面
状
況
を
見
て
部
分
補
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修
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

久
著
呂
川
の
底
さ
ら
い
（
浚
渫
）
に
つ
い

て
（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

久
著
呂
川
の
土
砂
堆
積
に
よ
る
河
床
の

上
昇
に
よ
り
、
接
続
す
る
明
渠
排
水
路
の

排
水
能
力
が
低
下
し
、
大
雨
な
ど
で
隣
接

す
る
農
地
が
冠
水
す
る
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

農
地
の
浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
平
成

27
年
度
か
ら
河
川
を
管
理
す
る
北
海
道
の

事
業
に
よ
り
久
著
呂
川
の
掘
削
工
事
（
土

砂
除
去
）
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
約
３
，
５
０
０
ｍ
の
区
間
で
工
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
と
１
，
１
０
０

ｍ
ほ
ど
の
区
間
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
道

に
対
し
て
事
業
の
継
続
を
要
請
し
て
い
き

ま
す
。

（
要
望
事
項
）

エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ
撮
影
に
よ
る
道
道
の
路
上

駐
車
の
規
制
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
総
務
課

　

ど
さ
ん
こ
牧
場
付
近
に
生
息
す
る
野
生

の
エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ
を
撮
影
す
る
た
め
、
カ

メ
ラ
マ
ン
や
観
光
客
等
の
車
両
が
道
道
に

路
上
駐
車
し
、
特
に
冬
期
中
は
危
険
な
状

況
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
路
上
駐
車
の
箇
所
に

注
意
看
板
を
設
置
し
、
車
両
の
誘
導
先
と

し
て
村
営
牧
野
事
務
所
付
近
に
臨
時
駐
車

場
を
用
意
す
る
対
策
を
は
じ
め
、
必
要
に

応
じ
て
北
海
道
バ
ス
協
会
に
対
す
る
呼
び

か
け
や
警
察
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
路
上
駐
車

の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
関
係
機
関
等
と

連
携
し
て
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

 （要
望
事
項
）

下
久
著
呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
女
性

用
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
住
民
生
活
課

　

当
該
セ
ン
タ
ー
の
女
性
用
ト
イ
レ
は
、

洋
式
が
１
箇
所
、
残
り
２
箇
所
が
和
式
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
令
和
４
年
度
に
お

い
て
和
式
ト
イ
レ
の
う
ち
１
箇
所
の
洋
式

化
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

観
光
客
等
に
よ
る
ゴ
ミ
捨
て
禁
止
看
板
の

設
置
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
住
民
生
活
課

　

近
年
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
見
学
す
る
外
国

人
の
観
光
客
等
が
道
路
脇
や
牧
草
地
な
ど

に
ゴ
ミ
を
散
ら
か
す
こ
と
が
起
き
て
い
ま

す
。
ゴ
ミ
捨
て
を
禁
止
す
る
看
板
を
道
道

敷
地
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
主

に
大
型
ゴ
ミ
等
の
不
法
投
棄
が
発
生
し
、

緊
急
性
が
高
い
場
合
な
ど
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
そ
の
他
の
適
当
な
箇
所
に
設
置
す

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

冬
の
ハ
ン
タ
ー
の
た
め
の
キ
ラ
コ
タ
ン
岬

の
除
雪
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課
・
産
業
振
興
課

　

キ
ラ
コ
タ
ン
岬
に
続
く
林
道
宮
島
線

は
、
村
で
は
冬
期
間
に
除
雪
は
行
っ
て
お

ら
ず
、
山
林
の
管
理
や
施
業
な
ど
で
通
行

が
必
要
な
場
合
に
は
村
が
指
定
す
る
除
雪

事
業
者
に
よ
る
除
雪
を
許
可
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
単
に
狩
猟
目
的
の
た
め
の
林
道

の
通
行
に
よ
る
除
雪
に
は
対
応
し
て
お
ら

ず
、
道
路
の
安
全
管
理
上
、
個
人
の
除
雪

に
対
す
る
許
可
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

下
雪
裡
連
合
会

（
要
望
事
項
）

道
道
53
号
線
わ
き
防
雪
柵
の
新
型
化
に
つ

い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

道
道
53
号
線
沿
線
に
は
防
雪
柵
が
約

１
，
４
０
０
ｍ
の
区
間
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
大
型
の
農
作
業
機
械
が
道
道
に
出
る

際
に
見
通
し
が
確
保
で
き
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
防
雪
柵
は
、
雪
害
等
に

よ
る
交
通
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要

で
あ
り
、
道
路
を
管
理
す
る
北
海
道
で
は

視
距
を
確
保
す
る
対
策
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
村
で
は
継
続
し
て

要
請
し
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

下
雪
裡
三
叉
路
の
駐
車
場
に
街
灯
の
設
置

に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

下
雪
裡
三
叉
路
の
駐
車
場
に
は
、
タ
ン

チ
ョ
ウ
を
撮
影
す
る
カ
メ
ラ
マ
な
ど
が
夜

通
し
で
駐
車
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
街
灯
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
駐
車
場

の
管
理
者
で
あ
る
北
海
道
で
は
現
地
の
状

況
を
確
認
し
て
い
ま
す
が
、
村
で
は
継
続

し
て
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
防
犯
灯
の
設
置
及
び
維
持
費
に

対
す
る
村
の
補
助
制
度
が
あ
り
、
防
犯
灯

の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

２
号
幹
線
明
渠
へ
の
ア
シ
ベ
ツ
川
か
ら
の

流
入
対
策
の
継
続
に
つ
い
て

国
営
農
地
造
成
に
よ
る
利
用
不
能
地
の
対

応
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

上
記
２
件
に
関
し
て
は
、
平
成
29
年
度

か
ら
釧
路
建
設
管
理
部
や
環
境
省
の
職
員

な
ど
も
出
席
し
た
地
域
懇
談
会
を
開
催

し
、
ア
シ
ベ
ツ
川
の
流
入
対
策
と
利
用
不

能
地
の
早
期
再
生
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
と
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
開

催
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
が
、
国
の
機
関

と
の
情
報
共
有
や
意
見
交
換
に
お
い
て
現

状
に
対
す
る
理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
も
あ
り
、
今
後
も
、
ア
シ
ベ
ツ
川
の

線
形
変
更
を
は
じ
め
、農
地
再
生
の
ほ
か
、

隣
接
す
る
釧
路
湿
原
と
の
一
体
的
な
整
備

に
よ
る
利
活
用
の
可
能
性
な
ど
、
地
域
の

意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
早
期
解
消
に
向

け
た
対
応
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

 

（
要
望
事
項
）

農
地
防
災
事
業
完
了
後
の
排
水
路
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
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（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

牧
草
地
へ
の
浸
水
被
害
防
止
対
策
と
し

て
、
平
成
27
年
度
か
ら
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
、
雪
裡
川
に
隣

接
す
る
第
１
排
水
路
か
ら
第
３
排
水
路
並

び
に
沈
砂
地
等
の
機
能
維
持
と
改
善
に
向

け
た
整
備
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
に

つ
い
て
は
、
第
２
期
事
業
と
し
て
令
和
２

年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
５
年
間
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
継
続
し
て
対
策
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

大
麻
草
の
除
去
の
継
続
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
住
民
生
活
課

　

自
生
す
る
大
麻
草
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
土
地
所
有
者
の
責
任
に
お
い
て

駆
除
す
る
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
犯
罪
防
止
の
観
点
か
ら
、
北
海
道
と

村
が
連
携
し
て
種
が
実
る
前
に
毎
年
駆
除

を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
等
か
ら
要
望
の

あ
っ
た
場
所
の
ほ
か
、
人
目
に
付
く
場
所

な
ど
を
重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
村

内
に
自
生
す
る
大
麻
草
の
撲
滅
を
目
指

し
、
土
地
所
有
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
継

続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

鶴
見
台
の
劣
化
し
て
い
る
看
板
の
交
換
に

つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
社
会
教
育
課

　

鶴
見
台
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
場
所
に

は
、
村
が
設
置
し
た
「
鶴
居
村
観
光
十

景
」「
美
し
い
村
連
合
」
の
看
板
の
ほ
か
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
由
来
や
記
念
撮
影
用
の
看

板
な
ど
が
複
数
設
置
さ
れ
て
お
り
、
い
ず

れ
も
経
年
に
よ
る
劣
化
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
看
板
は
、
観
光
客
等
に
対

す
る
説
明
や
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
見
学
上
の
注

意
喚
起
と
い
っ
た
大
切
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
関
係
す
る
団
体
の
ほ
か
、
タ
ン

チ
ョ
ウ
と
共
生
す
る
む
ら
づ
く
り
推
進
会

議
の
中
な
ど
で
、
看
板
の
集
約
化
や
景
観

へ
の
配
慮
な
ど
の
話
し
合
い
を
進
め
て
お

り
、
今
後
、
交
換
方
法
な
ど
を
判
断
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

道
道
53
号
線
三
叉
路
の
中
央
分
離
帯
に
よ

る
逆
走
車
両
の
防
止
対
策
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

音
羽
橋
方
面
か
ら
来
た
車
両
が
道
道
53

号
線
と
の
三
叉
路
で
鶴
居
市
街
方
面
に
右

折
す
る
際
、
中
央
分
離
帯
が
あ
る
こ
と
か

ら
誤
っ
て
逆
走
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

中
に
は
、
一
般
車
両
の
ほ
か
観
光
バ
ス
が

逆
走
し
、
正
面
衝
突
の
恐
れ
が
あ
る
場
面

も
起
き
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
と
し
て
は
、
大
変
危
険
な
状
況
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
北
海

道
や
警
察
に
対
し
、
早
急
な
逆
走
車
両
の

防
止
対
策
に
つ
い
て
要
請
し
て
い
き
ま

す
。

支
雪
裡
連
合
会

（
要
望
事
項
）

支
雪
裡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
横
の
排
水
溝
の
整
備
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

当
該
排
水
溝
は
、
や
や
土
砂
が
溜
ま
っ

て
い
る
状
態
で
す
が
排
水
は
正
常
に
機
能

し
て
お
り
、
早
急
な
対
策
は
必
要
な
い
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
必
要
な
と
き
は
土
砂
堀
上
の

側
溝
清
掃
な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

支
雪
裡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
床
下
浸

水
の
対
処
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
住
民
生
活
課

　

当
該
セ
ン
タ
ー
の
床
下
浸
水
に
つ
い
て

は
、
山
側
か
ら
の
流
水
が
施
設
内
へ
流
入

し
て
い
る
こ
と
や
建
設
場
所
が
湧
水
個
所

で
あ
る
可
能
性
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

令
和
４
年
度
に
お
い
て
施
設
地
下
の
浸

水
箇
所
を
応
急
処
置
し
た
う
え
、
当
面
様

子
を
見
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

改
善
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
ポ
ン
プ
な
ど

に
よ
る
排
水
対
応
の
ほ
か
、
原
因
調
査
を

行
っ
て
改
善
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

村
道
支
雪
裡
原
野
線
の
排
水
処
理
に
つ
い

て
（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

要
望
の
個
所
は
、
路
肩
部
の
変
状
で
降

雨
時
な
ど
に
水
が
溜
ま
る
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
支
雪
裡
地
区
の
幹
線
道
路
で
あ

る
当
該
路
線
は
、
オ
ー
バ
ー
レ
イ
工
事
を

継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
、
要
望
の
個
所

に
つ
い
て
は
令
和
４
年
度
に
工
事
着
手
す

る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

村
道
支
雪
裡
原
野
線
「
四
間
橋
」
の
清
掃

に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

四
間
橋
は
二
断
面
構
造
の
水
路
と
な
っ

て
お
り
、
下
流
に
向
か
っ
て
左
側
の
水
路

に
土
砂
が
堆
積
し
て
い
る
た
め
、
右
側
の

水
路
に
川
の
流
れ
が
あ
る
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
状
と
し
て
、
川
の
水
量
的
に
片
側
の

水
路
だ
け
で
問
題
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る

の
で
、
今
後
状
況
を
見
て
土
砂
の
除
去
を

検
討
し
ま
す
。
な
お
、
水
路
付
近
の
雑
木

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
に
伐
採
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 （要
望
事
項
）

サ
ク
ラ
植
樹
の
管
理
と
樹
種
の
多
様
化

（
病
気
対
策
）
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

支
雪
裡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
北
側

に
は
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
数
本
植
樹
し
て

あ
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
植
樹
し
た
桜
の
病
気
や
感
染

を
防
ぐ
た
め
の
保
育
管
理
事
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
病
気
の
際
な
ど
に
は
対
応
し

た
い
と
考
え
ま
す
が
、
日
常
の
管
理
に
つ

い
て
は
地
域
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

５　令和４年３月号



村
道
支
雪
裡
原
野
線
の
砂
利
道
の
舗
装
に

つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

当
該
路
線
の
砂
利
道
区
間
の
舗
装
化
に

つ
い
て
は
、
路
盤
や
排
水
等
の
整
備
が
必

要
と
な
り
多
額
の
費
用
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
道
路
の
状
況
や
交
通
量
な
ど
を
勘
案

の
う
え
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
り
ま

す
の
で
、当
該
区
間
に
つ
い
て
は
、グ
レ
ー

ダ
ー
に
よ
る
整
地
な
ど
で
対
応
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

鶴
居
市
街
自
治
会

（
要
望
事
項
）

環
境
整
備
を
進
め
る
た
め
の
自
宅
周
辺
の

木
の
枝
や
落
ち
葉
、
雑
草
な
ど
を
常
時
捨

て
ら
れ
る
場
所
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
住
民
生
活
課

　

現
在
、
自
宅
の
木
の
枝
や
落
ち
葉
、
雑

草
の
ほ
か
、
家
庭
菜
園
な
ど
の
ご
み
は
、

個
人
で
処
理
す
る
取
り
扱
い
と
な
っ
て
お

り
、
村
で
公
共
の
置
き
場
所
は
特
に
設
け

て
い
ま
せ
ん
。

　

鶴
居
市
街
地
は
宅
地
の
た
め
、
こ
れ
ら

の
ご
み
を
置
け
る
場
所
は
少
な
く
、
高
齢

者
等
の
負
担
な
ど
も
考
慮
し
、
効
果
的
な

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
に
対
す
る
見
守
り

の
充
実
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
保
健
福
祉
課

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
出
の
自
粛
な
ど
に

よ
っ
て
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど

で
不
幸
な
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
は
じ
め
、
配
達
事
業
者
等
と
見
守
り
に

関
す
る
協
定
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、

地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
こ
と
を
含
め
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携

強
化
を
図
る
な
ど
、
令
和
４
年
度
に
お
い

て
有
効
な
方
策
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

中
雪
裡
西
自
治
会

（
要
望
事
項
）

村
道
排
水
溝
の
整
備
（
フ
タ
の
取
付
）
に

つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

村
道
中
雪
裡
西
２
号
線
の
ト
ラ
フ
側
溝

に
は
、
住
宅
に
接
し
て
い
る
一
部
の
箇
所

に
つ
い
て
は
安
全
対
策
と
し
て
フ
タ
を
設

置
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
に
つ
い

て
は
排
水
能
力
を
確
保
す
る
関
係
か
ら
フ

タ
を
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

当
該
側
溝
の
全
部
に
フ
タ
を
整
備
す
る

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
宅
の
出
入
口

前
後
の
一
部
に
つ
い
て
は
安
全
を
確
保
す

る
上
で
、
令
和
４
年
度
に
お
い
て
フ
タ
を

設
置
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

鶴
見
台
・
伊
藤
タ
ン
チ
ョ
ウ
サ
ン
ク
チ
ュ

ア
リ
の
公
衆
ト
イ
レ
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
社
会
教
育
課

　

鶴
見
台
の
公
衆
ト
イ
レ
は
駐
車
場
に
あ

る
１
箇
所
だ
け
で
あ
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
が

飛
来
す
る
冬
期
間
で
は
大
型
バ
ス
な
ど
で

訪
れ
た
観
光
客
が
30
人
位
の
列
を
つ
く
っ

て
順
番
を
待
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
現
在
、ト
イ
レ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
と
共
生
す
る
む
ら
づ
く
り
推

進
会
議
の
専
門
部
会
で
協
議
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
増
設
す
る
場
合
に
は
土
地
の
確

保
や
関
係
機
関
と
の
調
整
が
必
要
に
な
る

な
ど
、
時
間
を
要
す
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
鶴
居
・
伊
藤
タ
ン
チ
ョ
ウ
サ
ン

ク
チ
ュ
ア
リ
の
公
衆
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
、
大
き
な
支
障
は
生
じ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、増
設
な
ど
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 茂
雪
裡
自
治
会

（
要
望
事
項
）

茂
雪
裡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
時
計

及
び
道
路
の
修
繕
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
住
民
生
活
課

　

当
該
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
前
に
設
置
し
て

い
る
外
灯
に
付
属
の
時
計
２
台
が
以
前
か

ら
故
障
し
て
お
り
、
経
年
劣
化
が
原
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
令
和
４
年
度
に
修

理
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
裏
側
の
道
路
は
、
轍
（
わ

だ
ち
）
が
ひ
ど
く
舗
装
も
所
々
損
傷
し
て

い
る
な
ど
補
修
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い

ま
す
が
、
補
修
内
容
や
実
施
時
期
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

旧
茂
雪
裡
小
学
校
施
設
の
貸
与
に
係
る
土

地
所
在
の
整
理
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
総
務
課

　

村
が
所
有
す
る
当
該
施
設
と
周
辺
敷
地

の
一
部
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
に
よ

る
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
ブ
ル
ワ
リ
ー
と
し
て

令
和
３
年
12
月
か
ら
令
和
13
年
11
月
ま
で

の
10
年
間
、
村
で
財
産
の
貸
し
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
現
在
の
茂

雪
裡
文
化
交
流
施
設
で
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
含
め
た
旧
学
校
用
地
の
一
帯
は
、
土
地

の
所
在
が
村
有
地
の
ほ
か
、
国
、
道
道
及

び
村
道
の
一
部
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
施
設
一
体
の
適
正
な
管
理
や
有

効
活
用
を
図
る
た
め
、
令
和
４
年
度
中
に

土
地
の
所
在
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

総
合
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
の
空
調
の

改
善
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
総
務
課

　

総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
61
年
９
月
に

建
設
さ
れ
て
以
来
35
年
が
経
過
し
、今
後
、

経
年
劣
化
に
よ
る
各
種
設
備
の
更
新
を
は

じ
め
、
施
設
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

利
便
性
の
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
、
施
設

全
体
の
機
能
改
善
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
時
の
中
心
的
な

避
難
所
で
あ
る
ほ
か
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

会
場
な
ど
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、

機
能
改
善
の
際
に
は
、
様
々
な
利
用
に
対

応
で
き
る
よ
う
冷
暖
房
や
換
気
設
備
の
ほ

か
、
照
明
・
音
響
設
備
な
ど
の
更
新
や
整

備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
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（
要
望
事
項
）

シ
カ
捕
獲
に
係
る
奨
励
金
額
の
差
と
捕
獲

個
体
の
受
入
体
制
の
改
善
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
お
け
る
エ
ゾ
シ
カ
の

捕
獲
に
対
す
る
奨
励
金
は
、
本
村
で
は
１

頭
に
対
し
、
村
の
規
則
（
捕
獲
期
間
４
月

〜
９
月
）
に
よ
る
金
額
は
５
，
０
０
０
円

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
他
に
、
国
の
補
助

金
（
通
年
）
で
支
給
さ
れ
る
金
額
は
、
鳥

獣
処
理
施
設
に
持
ち
込
ん
だ
場
合
は
８
，

０
０
０
円
、
こ
れ
以
外
の
方
法
で
は
４
，

５
０
０
円
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
内
で
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
鳥
獣
処

理
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
土
・
日
曜
日
の

受
け
入
れ
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
仕
事
を

し
て
い
る
ハ
ン
タ
ー
な
ど
は
平
日
の
持
ち

込
み
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
と
し
て
、
民
間
事
業
者
の
状
況
を
十

分
踏
ま
え
つ
つ
、
猟
友
会
な
ど
と
も
協
議

し
な
が
ら
、
対
応
を
検
討
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

中
久
著
呂
地
区

（
要
望
事
項
）

久
著
呂
川
の
護
岸
対
策
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

大
雨
等
に
よ
る
増
水
で
久
著
呂
川
の
河

岸
が
洗
堀
さ
れ
、
隣
接
す
る
農
地
が
大
き

く
浸
食
さ
れ
て
お
り
、
河
川
を
管
理
す
る

北
海
道
で
は
現
地
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

道
内
全
域
で
事
業
調
整
さ
れ
る
関
係
も
あ

り
ま
す
が
、
村
と
し
て
引
き
続
き
早
期
対

策
に
向
け
て
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

小
・
中
学
生
に
牛
乳
券
の
配
布
と
牛
乳
券

に
よ
る
乳
製
品
の
購
入
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
管
理
課
・
保
健
福
祉
課

　

村
で
は
昨
年
12
月
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
る
牛
乳
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、

1
人
あ
た
り
２
，０
０
０
円
分
の
「
牛
乳
・

乳
製
品
購
入
券
」
を
全
村
民
に
配
布
し
て

い
ま
す
。
小
・
中
学
生
に
対
す
る
「
牛
乳

券
」
の
配
布
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
を

無
料
化
し
、
給
食
で
毎
食
提
供
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
別
に
配
布
す
る
こ
と
は
予

定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
園
児
に
は
、
平
成
28
年
か
ら
年

間
１
０
，
０
０
０
円
分
の
「
子
育
て
応
援

牛
乳
券
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
牛
乳

の
消
費
拡
大
に
資
す
る
た
め
、
牛
乳
以
外

の
乳
製
品
に
つ
い
て
も
利
用
の
対
象
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

村
営
牧
野
入
牧
に
お
け
る
家
畜
の
防
疫
対

策
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

村
営
鶴
居
牧
野
の
放
牧
期
間
は
、
牧
草

の
生
育
状
況
を
踏
ま
え
て
例
年
５
月
中
旬

か
ら
10
月
下
旬
頃
ま
で
と
し
て
お
り
、
傾

斜
地
や
谷
地
の
多
い
場
所
に
よ
る
安
全
面

の
確
保
や
管
理
人
の
人
員
体
制
等
を
考
慮

し
な
が
ら
最
大
限
の
頭
数
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。

　

入
牧
の
際
の
家
畜
の
体
調
や
感
染
症
に

つ
い
て
は
十
分
注
意
し
て
い
ま
す
が
、
農

協
や
農
業
共
済
組
合
な
ど
と
連
携
し
、
令

和
４
年
度
に
お
い
て
有
効
な
防
疫
対
策
を

検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

 （要
望
事
項
）

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
事
務
所
の
建
て

替
え
（
住
宅
併
設
）
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
及
び
乳
牛
検

定
組
合
の
事
務
所
が
使
用
す
る
建
物
は
、

昭
和
48
年
４
月
に
建
築
さ
れ
た
旧
消
防
庁

舎
で
あ
り
、現
在
村
で
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
従
業
員
用
住
宅
を
整
備
す
る

事
業
者
に
対
し
て
整
備
費
用
を
補
助
す
る

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
の
確
保
は
大
切
で
あ
る
こ
と
を
十
分

認
識
し
て
お
り
、
今
後
、
事
務
所
の
対
応

を
含
め
て
農
協
等
と
協
議
を
進
め
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

中
幌
呂
下
農
事
組
合

（
要
望
事
項
）

冬
道
対
策
に
つ
い
て
（
除
雪
の
徹
底
と
ア

イ
ス
バ
ー
ン
の
早
期
対
策
）

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

道
道
阿
寒
標
茶
線
の
下
幌
呂
分
岐
ま
で

の
約
１
㎞
の
区
間
は
、
道
路
沿
線
の
立
木

に
よ
る
日
陰
の
場
所
が
多
く
、
冬
期
間
は

路
面
が
ア
イ
ス
バ
ー
ン
の
状
態
と
な
り
ま

す
。
村
で
は
、
道
路
を
管
理
す
る
北
海
道

に
対
し
て
日
陰
の
原
因
と
な
る
立
木
の
伐

採
等
を
要
請
し
て
い
ま
す
が
、
分
譲
さ
れ

た
土
地
所
有
者
の
把
握
等
が
難
航
し
て
い

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
面
、
北
海
道
で
は
、
路
面
凍
結
防
止

剤
の
散
布
と
除
雪
の
徹
底
で
対
応
す
る
と

し
て
お
り
、
村
で
は
引
き
続
き
早
期
の
改

善
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

支
幌
呂
西
農
事
組
合

（
要
望
事
項
）

村
道
支
幌
呂
西
７
号
線
の
完
全
舗
装
に
つ

い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

当
該
路
線
は
、
全
体
的
に
簡
易
舗
装
の

傷
み
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
通
行
に
大
き

な
支
障
は
生
じ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
状
況
を
見
て
部
分
補
修
で
対
応

し
ま
す
。
な
お
、
完
全
舗
装
は
、
路
盤
や

排
水
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
費
用
が
多

額
と
な
る
こ
と
か
ら
、
道
路
の
状
況
や
交

通
量
な
ど
勘
案
し
、
必
要
性
・
有
効
性
の

慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

支
幌
呂
東
農
事
組
合

（
要
望
事
項
）

村
道
支
幌
呂
２
号
線
の
排
水
路
の
整
備
改

善
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

当
該
路
線
で
は
、
大
雨
時
に
道
路
桝
で

呑
み
き
れ
な
い
量
の
水
が
道
路
上
に
流
れ

込
み
、
住
宅
前
の
道
路
や
敷
地
が
冠
水
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
状
を
確
認
し
た

７　令和４年３月号



と
こ
ろ
、
道
路
排
水
に
は
特
に
問
題
は
な

く
、
住
宅
裏
の
沢
の
水
が
水
路
を
溢
れ
、

道
路
に
流
れ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の

で
、
沢
水
の
排
水
路
整
備
や
道
路
排
水
の

改
良
な
ど
、改
善
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

 幌
呂
市
街
自
治
会

（
要
望
事
項
）

災
害
時
避
難
所
に
お
け
る
備
蓄
品
の
置
き

場
所
の
周
知
（
関
係
団
体
等
）
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
総
務
課

　

幌
呂
市
街
地
区
の
指
定
避
難
所
は
幌
呂

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
お

り
、同
セ
ン
タ
ー
と
防
災
備
蓄
倉
庫
に
は
、

毛
布
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
ス

ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
、
照
明
器
具
、
小
型
発

電
機
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
防
災
用
品
を
置
い

て
い
ま
す
が
、
食
料
と
飲
料
水
に
つ
い
て

は
、
使
用
期
限
や
保
管
方
法
を
管
理
す
る

関
係
か
ら
、
総
合
セ
ン
タ
ー
備
蓄
庫
に
一

括
し
て
置
い
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
の
開
設
は
、
ま
ず
村
職
員
で
対

応
す
る
取
り
扱
い
と
し
て
い
ま
す
が
、
道

路
の
寸
断
や
被
害
程
度
が
大
き
い
場
合
な

ど
は
対
応
が
遅
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
避
難
所
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
営

す
る
上
で
地
域
の
方
や
関
係
す
る
団
体
等

に
備
蓄
品
の
場
所
や
種
類
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

今
後
、
感
染
症
対
策
用
の
備
蓄
品
が
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
備
蓄
品
の

整
理
を
行
い
、
令
和
４
年
中
に
避
難
所
運

営
に
協
力
を
い
た
だ
く
地
域
や
団
体
等
に

対
し
て
、
防
災
用
備
蓄
品
の
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

Ｉ
Ｐ
電
話
帳
の
幌
呂
市
街
地
の
住
所
表
記

に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
総
務
課

　

Ｉ
Ｐ
電
話
帳
の
幌
呂
市
街
の
住
所
表
記

に
つ
い
て
は
、
前
回
の
平
成
29
年
度
版
で

は
「
幌
呂
東
・
幌
呂
西
」
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
２
年
度
版
で
は
「
中
幌
呂
」

に
統
一
し
て
記
載
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
に
「
村
の
電
話

帳
」「
個
人
電
話
帳
」
の
２
種
類
の
電
話

帳
機
能
を
搭
載
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
に
つ

い
て
は
令
和
３
年
度
中
に
住
所
表
記
を

「
幌
呂
東
・
幌
呂
西
」
に
変
更
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
冊
子
で
配
布
し
て
い
る
Ｉ
Ｐ
電

話
帳
は
こ
れ
ま
で
隔
年
で
作
成
し
て
き
ま

し
た
が
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
電
話
帳
機
能

を
毎
年
更
新
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
冊

子
に
つ
い
て
は
作
成
し
な
い
こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

 幌
呂
老
人
ク
ラ
ブ

（
要
望
事
項
）

幌
呂
老
人
寿
の
家
「
駐
車
場
」
の
ア
イ
ス

バ
ー
ン
を
防
ぐ
改
良
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
保
健
福
祉
課

　

当
該
駐
車
場
は
、
施
設
の
北
側
に
あ
る

こ
と
や
排
水
溝
が
１
ヵ
所
の
関
係
な
ど
か

ら
、
冬
は
凍
結
し
て
ア
イ
ス
バ
ー
ン
の
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
抜
本
的
な
解
決
に

は
大
規
模
な
工
事
が
必
要
と
な
る
た
め
、

当
面
は
、
砂
散
布
に
よ
る
滑
り
止
め
の
方

法
な
ど
で
対
応
し
、
春
先
の
融
雪
時
に
は

ポ
ン
プ
に
よ
る
汲
み
上
げ
で
対
応
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
今
後
、
改
善
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
安
全
確
保
の
た
め
、
冬
期
間
は

で
き
る
だ
け
幌
呂
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
か
ら
出
入
り
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

幌
呂
連
合
会

（
要
望
事
項
）

道
路
沿
線
に
街
路
灯
の
新
設
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

現
在
、
村
道
幌
呂
幹
線
の
幌
呂
市
街
地

に
は
、
交
差
点
部
に
道
路
街
灯
（
白
色
Ｌ

Ｅ
Ｄ
灯
９
基
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
１
基
）
を

設
置
し
て
お
り
、
今
後
、
街
灯
の
増
設
及

び
更
新
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
村
道
・
道
道
で
は
、
道
路
街
灯

の
設
置
は
交
差
点
部
が
原
則
と
な
っ
て
お

り
、
直
線
部
や
通
行
量
が
少
な
い
場
所
は

難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

人
家
入
口
も
対
象
外
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
場
合
は
防
犯
灯
で
の
対
応
が
考
え
ら
れ

ま
す
、

（
要
望
事
項
）

幌
呂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
暖
房
を
地

域
又
は
遠
隔
で
操
作
す
る
こ
と
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
住
民
生
活
課

　

現
在
、
幌
呂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

は
、
民
間
の
警
備
会
社
に
管
理
委
託
し
、

利
用
の
際
の
連
絡
に
よ
っ
て
開
錠
施
錠
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

多
目
的
ホ
ー
ル
の
暖
房
に
つ
い
て
は
、

普
段
施
錠
し
て
い
る
事
務
室
内
に
操
作
装

置
が
あ
り
、
過
去
に
消
し
忘
れ
等
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
必
要
な
都
度
に
村
の
職
員

が
対
応
す
る
取
り
扱
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
に「
地
域
加
工
体
験
施
設
」

を
増
設
す
る
関
係
か
ら
、
事
務
室
の
施
錠

管
理
が
不
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
地

域
又
は
利
用
者
に
よ
っ
て
多
目
的
ホ
ー
ル

の
暖
房
操
作
が
可
能
と
な
る
か
検
討
し
ま

す
。

上
幌
呂
連
合
会

（
要
望
事
項
）

上
幌
呂
地
域
体
育
セ
ン
タ
ー
の
屋
根
の
塗

装
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
社
会
教
育
課

　

上
幌
呂
地
域
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和

57
年
の
建
設
か
ら
39
年
余
が
経
過
し
、
屋

根
の
塗
装
が
剥
が
れ
て
き
て
錆
な
ど
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
施
設
の
長
期
使
用
の
た

め
に
修
繕
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
同
様
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
公
共

施
設
は
他
に
も
あ
り
、
修
繕
に
は
多
額
の

費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
施
時

期
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）
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道
道
幌
呂
原
野
鶴
居
線
の
補
修
及
び
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
設
置
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

当
該
路
線
の
上
幌
呂
か
ら
新
幌
呂
へ
向

か
う
道
路
の
段
差
箇
所
の
解
消
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
度
か
ら
道
路
管
理
者
で
あ

る
北
海
道
へ
要
請
を
続
け
て
お
り
、
同
様

に
路
面
の
補
修
に
つ
い
て
も
要
請
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、上
幌
呂
墓
地
付
近
の
カ
ー
ブ
は
、

道
路
外
側
が
幌
呂
川
や
深
い
側
溝
と
な
っ

て
お
り
、
ス
リ
ッ
プ
な
ど
で
車
両
が
路
外

に
逸
脱
し
た
場
合
は
大
事
故
と
な
る
危
険

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

設
置
に
つ
い
て
北
海
道
へ
要
請
し
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

村
道
新
幌
呂
茂
雪
裡
線
に
車
両
待
機
所
の

設
置
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

当
該
路
線
で
要
望
の
あ
る
箇
所
は
、
車

道
幅
員
が
５
ｍ
の
約
１
，
１
０
０
ｍ
の
区

間
で
あ
り
、
大
型
車
両
や
農
作
業
機
械
が

通
行
の
際
に
は
車
両
の
交
差
が
困
難
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
車
両
待
機
所
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
地
形
的
に
場
所
の
確
保

が
難
し
い
面
も
あ
り
、
必
要
性
を
含
め
慎

重
に
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

ゴ
ミ
の
一
般
投
棄
に
係
る
関
係
事
業
者
へ

の
徹
底
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
住
民
生
活
課

　

空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
弁
当
箱
な

ど
の
ゴ
ミ
が
道
路
沿
線
等
に
捨
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
村
で
は
、
美
し
い
村
づ
く
り
を

目
指
し
て
毎
年
春
と
秋
の
年
２
回
を
基
本

と
し
、
村
民
を
は
じ
め
、
事
業
所
や
団
体

の
職
員
の
参
加
に
よ
る
村
内
一
斉
清
掃
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
関
係
す
る
事

業
所
な
ど
の
協
力
や
ゴ
ミ
を
減
ら
す
有
効

な
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

下
幌
呂
自
治
会

（
要
望
事
項
）

「
希
の
杜
」
第
２
期
分
譲
に
つ
い
て
（
造

成
計
画
の
地
域
住
民
説
明
会
の
開
催
）

（
検
討
結
果
）
担
当
：
企
画
財
政
課

　

希
の
杜
団
地
は
、
平
成
27
年
７
月
か
ら

第
１
期
分
譲
を
開
始
し
、
現
在
ま
で
26
区

画
中
25
区
画
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

全
体
計
画
で
は
、
第
２
期
で
23
区
画
、

第
３
期
で
21
区
画
の
全
部
で
70
区
画
の
分

譲
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
造
成
を

進
め
て
行
く
上
に
お
い
て
下
水
施
設
や
光

フ
ァ
イ
バ
ー
幹
線
の
増
強
を
は
じ
め
、
関

連
す
る
地
域
一
帯
の
整
備
な
ど
が
必
要
と

な
る
た
め
、
適
切
な
造
成
時
期
を
判
断
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
第
２
期
分
譲
の
時
期
は

未
定
で
あ
り
ま
す
が
、
造
成
す
る
場
合
に

は
事
前
に
地
域
説
明
な
ど
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

「
夢
の
杜
」
団
地
内
の
樹
木
（
遊
歩
道
）

の
対
応
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
企
画
財
政
課
・
建
設
課

　

夢
の
杜
団
地
は
、
平
成
10
年
４
月
に
分

譲
販
売
を
開
始
し
、
支
障
と
な
る
木
々
等

に
つ
い
て
は
都
度
対
応
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

分
譲
地
に
は
、
団
地
の
外
周
を
散
歩
で

き
る
「
遊
歩
道
」
と
公
園
等
に
「
歩
専
道
」

を
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
大
き
く
成
長
し

た
樹
木
に
つ
い
て
は
、
現
地
の
状
況
や
地

域
の
意
向
を
確
認
し
、
景
観
や
危
険
性
な

ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
適
切
な
対
応
を
判

断
し
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

健
康
増
進
の
環
境
作
り
に
つ
い
て

（
散
歩
中
に
使
用
で
き
る
ト
イ
レ
の
設
置
・

散
歩
す
る
砂
利
道
（
農
道
）
の
防
塵
対
策
）

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

散
歩
用
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

適
切
な
設
置
場
所
の
確
保
を
は
じ
め
、
清

掃
管
理
の
方
法
、
利
用
頻
度
な
ど
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
設
置
は

難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
散
歩
に
お
け
る
砂
利
道
の
防
塵

対
策
に
つ
い
て
は
、
農
道
は
農
作
業
機
械

の
通
行
を
目
的
と
し
た
道
路
で
あ
り
、
そ

の
他
の
道
路
も
車
両
の
通
行
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
付
近
の
民
家
等
に
影
響

を
及
ぼ
す
以
外
な
ど
に
お
い
て
防
塵
対
策

は
難
し
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

 （要
望
事
項
）

熊
の
対
策
に
つ
い
て
（
熊
か
ら
自
衛
等
の

た
め
の
学
習
機
会
の
提
供
）

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

近
年
、
熊
の
出
没
が
相
次
い
で
確
認
さ

れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｐ
告
知
で
注
意
な
ど
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
や
近
隣
の
町
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

村
内
で
は
５
箇
所
に
箱
ワ
ナ
を
設
置
し
、

今
年
の
春
と
秋
に
ヒ
グ
マ
を
１
頭
ず
つ
捕

獲
し
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
を
専
門
と
す

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
昨
年
11
月
に

配
置
し
て
お
り
、
北
海
道
な
ど
の
協
力
も

得
な
が
ら
、
今
年
度
中
に
地
域
に
お
い
て

熊
に
対
す
る
学
習
の
場
な
ど
を
提
供
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

人
口
対
策
に
つ
い
て
（
村
全
体
の
移
住
者

数
、
移
住
の
理
由
な
ど
、
他
所
か
ら
の
見

え
方
）

（
検
討
結
果
）
担
当
：
企
画
財
政
課

　

村
で
は
、
宅
地
分
譲
を
は
じ
め
、
住
環

境
の
整
備
や
福
祉
施
策
の
充
実
な
ど
に

よ
っ
て
転
入
者
が
増
え
て
お
り
、
人
口
も

ほ
ぼ
維
持
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

第
５
次
鶴
居
村
総
合
計
画
や
地
方
創
生

総
合
戦
略
の
策
定
時
に
は
、「
鶴
居
村
に

居
住
を
決
め
た
理
由
」「
住
み
や
す
さ
」

な
ど
、
将
来
の
む
ら
づ
く
り
に
必
要
と
な

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
、
適
切
な
内
容
と
方
法
に
よ
っ
て
示
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

９　令和４年３月号
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図１－１　人口及び人口増減率の推移

図１－２　男女別人口及び性比の推移
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令和2年国勢調査結果（確定値）概要令和2年国勢調査結果（確定値）概要

●令和2年国勢調査（令和2年10月1日現在）では、村民皆様に御協力いただき、ありがとうご
ざいました。 この調査は、調査時に日本に住んでいる全ての人を対象に、人口、世帯構成
などを把握するために行われる統計調査で、大正9年から5年ごとに実施されており、今回が
21回目の調査となります。

●人口等基本集計の結果（確定値）が総務省から公表されましたので、鶴居村の概要をお知ら
せします。

１．総人口

鶴居村の総人口は2,558人
前回調査（平成27年）から24人増加（+0.9%）

　鶴居村の総人口は2,558人で、前回調査（平成27年国勢調査）の2,534人と比べると24人増加しました。
　昭和30年までは増加していたものの、昭和35年に初めて減少し、昭和60年に一旦増加したものの、
平成2年には再度減少に転じ、平成27年まで減少が続いていました。
　また、男女別人口は男性が1,254人、女性が1,304人で女性が男性より50人多く、人口性比（女性
100人に対する男性の数）は96.2%となり、前回調査と比べ、男性が20人、女性が4人増加し、人口
性比は1.3ポイント上昇しました。

表1　鶴居村の人口の推移 （単位:人,％）

調査年次
人　　　口 総数の対前回比

人口性比
総数 男 女 増減数 増減率

昭和50年 2,651 － － － － －

昭和55年 2,638 1,334 1,304 －13 －0.5 102.3

昭和60年 2,856 1,461 1,395 218 8.3 104.7

平成２年 2,829 1,418 1,411 －27 －0.9 100.5

平成７年 2,759 1,359 1,400 －70 －2.5 97.1

平成12年 2,728 1,338 1,390 －31 －1.1 96.3

平成17年 2,672 1,317 1,355 －56 －2.1 97.2

平成22年 2,627 1,294 1,333 －45 －1.7 97.1

平成27年 2,534 1,234 1,300 －93 －3.5 94.9

令和２年 2,558 1,254 1,304 24 0.9 96.2

（注）　人口性比は、女性100人に対する男性の数。
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表2－２　世帯人員別世帯数の推移
調査年次 総数 １人 2人 3人 4人 5人以上

実数

平成７年 851 183 246 142 133 147
平成12年 913 222 268 158 134 131
平成17年 917 202 303 177 127 108
平成22年 958 254 312 182 127 83
平成27年 1022 324 357 159 109 73
令和２年 1101 389 399 147 102 64

増減数

平成７年 100.0 21.5 28.9 16.7 15.6 17.3
平成12年 100.0 24.3 29.4 17.3 14.7 14.3
平成17年 100.0 22.0 33.0 19.3 13.8 11.8
平成22年 100.0 26.5 32.6 19.0 13.3 8.7
平成27年 100.0 31.7 34.9 15.6 10.7 7.1
令和２年 100.0 35.3 36.2 13.4 9.3 5.8

増減率

平成７年～12年 7.3 21.3 8.9 11.3 0.8 －10.9
平成12年～平成17年 0.4 －9.0 13.1 12.0 －5.2 －17.6
平成17年～平成22年 4.5 25.7 3.0 2.8 0.0 －23.1
平成22年～平成27年 6.7 27.6 14.4 －12.6 －14.2 －12.0
平成27年～令和2年 7.7 20.1 11.8 －7.5 －6.4 －12.3

図2－１　世帯数、1世帯当たり人員の推移

図2－２　世帯人員別一般世帯数構成比の推移



13　令和４年３月号

2．総世帯数及び一般世帯数

一般世帯は1,101世帯（+7.7%）、1世帯当たりの人員は2.16人

　総世帯数は1,109世帯で、前回調査の1,026世帯と比べると、83世帯増加しています。
　このうち、一般世帯数を前回調査と比べると、79世帯増加し、一般世帯人員は2,376人で16人増
加しているが、1世帯当たりの人員は2.31人から2.16人と0.15人減少し、世帯規模の縮小が続いてい
ます。
　一般世帯を世帯人員別にみると、一人世帯が35.3%、二人世帯が36.2となっており、これらの世
帯が全体の71.5%を占めています。
　また、前回調査からの増減率をみると、一人世帯は20.1%増と 全体の7.7%に比べて高い伸び率と
なっています。

表2－１　世帯の種類別世帯数及び世帯人員の推移 （単位:人,％）

調査年次 総世帯数
一般世帯 施　設

世帯数 世帯人員 1世帯当
たり人員 世帯数 世帯人員

実数

平成７年 921 851 2,501 2.94 70 258

平成12年 915 913 2,525 2.77 2 203

平成17年 921 917 2,465 2.69 4 207

平成22年 979 958 2,413 2.52 21 214

平成27年 1,026 1,022 2,360 2.31 4 174

令和２年 1,109 1,101 2,376 2.16 8 182

増減数

平成７年～12年 －6 62 24 －0.17 －68 －55

平成12年～平成17年 6 4 －60 －0.08 2 4

平成17年～平成22年 58 41 －52 －0.17 17 7

平成22年～平成27年 47 64 －53 －0.21 －17 －40

平成27年～令和２年 83 79 16 －0.15 4 8

増減率

平成７年～12年 －0.7 7.3 1.0 －5.9 －97.1 －21.3

平成12年～平成17年 0.7 0.4 －2.4 －2.8 100.0 2.0

平成17年～平成22年 6.3 4.5 －2.1 －6.3 425.0 3.4

平成22年～平成27年 4.8 6.7 －2.2 －8.3 －81.0 －18.7

平成27年～令和２年 8.1 7.7 0.7 －6.5 100.0 4.6

（注）１　総世帯数に種類不詳を含む。
　　　２　一般世帯とは、総世帯から施設等の世帯を除いたもの。
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４．高齢者世帯数

一人暮らしの高齢者世帯数が高齢者世帯員のいる一般世帯の2.6割を超える。

　65歳以上の世帯員（高齢者世帯員）のいる一般世帯は752世帯で、前回調査と比べ90世帯増加し、
一般世帯全員に占める割合は68.3%で前回調査の64.7%から3.6ポイント上昇しています。
　高齢世帯員のいる一般世帯を家族類型別にみると「核家族世帯」が477世帯で最も多く、子ども
夫婦や孫などと同居している「核家族以外の世帯」114世帯、「単独世帯」が155世帯となっています。
　家族類型別の割合の推移をみると、「核家族世帯」が前回調査から5.8ポイントと上昇し、令和2
年は80.7%、「核家族以外の世帯」が5.8ポイント低下し19.3%、「単独世帯」が3.5ポイント上昇し、
26.2%となっています。

表４　高齢世帯員のいる一般世帯数の推移 （単位：世帯数、％）

世帯の家族類型
一般世帯数 構成比 増減率

平成22年 平成27年 令和2年 平成22年 平成27年 令和2年 H27/H22 R2/H27
65歳以上の世帯員がいる一般世帯 410 662 752 100 100 100 1.6 1.1

親族のみの世帯 326 537 591 79.5 81.1 78.6 1.6 1.1
核家族世帯 214 402 477 65.6 74.9 80.7 1.9 1.2

夫婦のみ 143 298 355 66.8 74.1 74.4 2.1 1.2
夫婦と子ども 44 60 72 20.6 14.9 15.1 1.4 1.2
男親と子ども 5 11 11 2.3 2.7 2.3 2.2 1.0
女親と子ども 22 33 39 10.3 8.2 8.2 1.5 1.2
核家族以外の世帯 112 135 114 34.4 25.1 19.3 1.2 0.8

夫婦と両親 9 10 13 8.0 7.4 11.4 1.1 1.3
夫婦とひとり親 34 33 24 30.4 24.4 21.1 1.0 0.7
夫婦、子どもと両親 18 23 14 16.1 17.0 12.3 1.3 0.6
夫婦、子どもとひとり親 21 26 25 18.8 19.3 21.9 1.2 1.0
その他 30 43 38 26.8 31.9 33.3 1.4 0.9
非親族を含む世帯 0 3 6 0.0 0.5 0.8 0.0 2.0

単独世帯 84 122 155 25.8 22.7 26.2 1.5 1.3

図４　高齢世帯員のいる一般世帯構成比の推移



15　令和４年３月号

3．年齢別人口

65歳以上人口は910人で、前回調査から101人増加

　人口を年齢3区分別にみると、15歳未満が298人、15～64歳が1,339人、65歳以上が910人となっ
ている。
　これを前回調査と比べると15歳未満の人口が27人、15～64歳が42人減少になっているのに対し、
65歳以上が101人増加しています。
　また、人口構成比は15歳未満が1.0ポイント、15～64歳が1.6ポイント低下しているのに対し、65
歳以上人口が3.8ポイント上昇し、全体の3割を占めるに至っている。

表3　年齢（3区分）別人口の推移 （単位:人,％）

調査年次
人　　　　　口 構　　成　　比

総数 15歳未満 15～64未満 65歳以上 15歳未満 15～64未満 65歳以上

昭和55年 2,638 696 1,693 245 26.4 64.2 9.3

昭和60年 2,856 652 1,860 344 24.7 70.5 13.0

平成２年 2,826 516 1,827 483 19.6 69.3 18.3

平成７年 2,756 439 1,724 593 16.6 65.4 22.5

平成12年 2,728 399 1,665 664 15.1 63.1 25.2

平成17年 2,672 399 1,580 693 15.1 59.9 26.3

平成22年 2,627 364 1,499 764 13.8 56.8 29.0

平成27年 2,534 325 1,381 809 12.3 52.4 30.7

令和２年 2,558 298 1,339 910 11.3 50.8 34.5

（注）年齢の3区分の割合は、総数から年齢不詳を除いて算出。

図3　年齢（3区分）別人口割合の推移
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　軽自動車税（種別割）は、４月１日現在の登録に基づいて課税される税金です。
適正な課税業務を行うため、以下の場合については、それぞれ３月末までに軽自動車協会、運輸支局及び役場
窓口にて手続きを行っていただきますようよろしくお願いいたします。

①　故障等により車を使用しなくなった時 【抹消登録】
　ご使用にならない車であっても、４月１日時点において登録されている場合は、当該年度分の軽自動車税（種
別割）が課税されますので、３月３１日までに手続きをお願いいたします。

※　軽二輪等を所有されている方へ
軽二輪等を所有し、冬期間等使用されない期間に一時抹消を行い、標識（ナンバー）の返納済であっても、
その後継続して使用する目的で所有し再度登録を行った場合については、４月１日時点で標識（ナンバー）
の交付を受けていなくとも当該車両を所有している所有者へ課税の対象となりますのでご注意ください。　（根
拠法令：地方税法第４４２条の２第１項、鶴居村税条例第７９条第１項）
　例：　　（登録）　　　　　　（一時抹消）　　　　　　（賦課期日）　　　　　　　　（登録）

　　　 令和３年５月　　　 令和３年１０月　　　 令和４年４月１日　　　　　令和４年５月
　上記の例では、４月１日時点において標識の交付は受けていませんが、軽自動車税（種別割）の制度上、
当該車両を所有している所有者へ課税されることから課税の対象となりますのでご注意ください。
（一時抹消を行い他市町村の方へ譲渡・売買された場合については、役場までご連絡をお願いします。）

②　車を売買・譲渡したとき 【移転登録】
　すでに売買や譲渡がお済みの車両であっても、４月１日時点で新所有者の方への移転登録がなされていな
い場合は、旧所有者へ課税されますのでご注意ください。

③　転居、転出等による住所変更・婚姻等によりお名前が変更となったとき　【変更登録】
　軽自動車の納付書は４月１日時点の登録住所・宛名で発送するため、変更登録がお済みでないとお手元に
納付書が届かない場合があります。　確実に納付書をお届けするために３月３１日までの手続きをお願いします。

④　手続きをする窓口について    ～ 軽自動車の種類によって手続きを行う窓口が変わります。

○軽自動車協会釧路事務所　（〒084－0906　釧路市鳥取大通６丁目２番３号　TEL：0154－55－6511）
　対象車両：三輪または四輪の軽自動車等
○釧路運輸支局　（〒084－0906　釧路市鳥取大通６丁目２番13号　TEL：050－5540－2005）
　対象車両：軽二輪
○鶴居村役場住民生活課税務係　（〒085－1203　阿寒郡鶴居村鶴居西１丁目１番地　TEL：0154－64－2113）
　対象車両：原動機付自転車（50～125cc）、小型特殊自動車（トラクター等）

【所得税等の確定申告について】
新型コロナウイルス感染症の影響により申告期限までの申告等が困難な方へ

　オミクロン株による感染の急速な拡大に伴い、確定申告期間 （２月１６日～３月１５日） にかけて、感染者
や自宅待機者のほか、通常の業務体制が維持できないこと等により、申告が困難となることが想定されるため、
令和４年４月１５日（金）までの間、簡易な方法により申告・納付期限の延長を申請することができるようにな
りました。
〇申請方法　
・書面で提出する場合：申告書の右上の余白に、「新型コロナウイルスによる申告・納付期限延長申請」と
記載
・e-Taxで提出する場合：「送信準備」画面の「特記事項」欄に、「新型コロナウイルスによる申告・納付期
限延長申請」と入力
〇お問い合わせ先　　釧路税務署　℡0154－31－5100



タンチョウクイズ抽選会、
ピッタリ賞発表

　

1
月
17
日
、
鶴
居
村
観
光
協
会
が
主
催

す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
ク
イ
ズ
の
抽
選
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
啓
発
と
村
の
観
光

振
興
、
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
実
施
さ
れ
、
今
年
で
35
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

令
和
3
年
12
月
実
施
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
越

冬
分
布
調
査
に
お
け
る
釧
路
圏
で
の
確
認

数
を
予
想
す
る
も
の
で
、
結
果
は
７
２
４

羽
で
あ
り
、
応
募
総
数
９
，６
１
２
件
の

う
ち
見
事
正
解
し
た
方
は
14
名
で
し
た
。

　

抽
選
会
で
は
ピ
ッ
タ
リ
賞
を
含
め
た
各

賞
の
抽
選
を
鶴
居
村
観
光
協
会
佐
々
木
副

理
事
長
と
長
尾
副
村
長
に
よ
り
執
り
行
わ

れ
、
正
解
数
に
近
い
方
に
も
抽
選
で
各
協

賛
企
業
よ
り
景
品
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

自然写真コンテストで
村内在住安藤さんが優秀賞

　

世
界
的
な
自
然
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ズ
・
ベ
ス
ト
・
フ
ォ
ト

グ
ラ
フ
ィ
ー
・
ア
ジ
ア
２
０
２
１
」
の

映
像
部
門
に
お
い
て
村
で
宿
泊
業
・

ガ
イ
ド
業
等
を
営
む
安
藤
誠
さ
ん
が

「
W
I
N
N
E
R
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
写
真
や
動
画
を
審

査
す
る
６
部
門
に
計
1
万
点
を
超
え
る

応
募
が
あ
り
、
５
分
間
ほ
ど
の
動
画
の

中
で
は
、
川
で
鮭
を
捕
る
ヒ
グ
マ
の
様

子
や
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
子
育
て
、
子
を
守

る
た
め
に
キ
タ
キ
ツ
ネ
を
追
い
払
う
様

子
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

受
賞
作
は
コ
ン
テ
ス
ト
H
P
に
て
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

釧路風林カントリークラブより寄附

　

風
林
文
庫
図
書
購
入
費
と
し
て
釧

路
風
林
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
よ
り

10
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

釧
路
風
林
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

は
昭
和
62
年
に
村
の
社
会
福
祉
事
業

費
の
一
部
と
し
て
寄
附
が
あ
り
、
昭

和
63
年
か
ら
は
「
風
林
文
庫
」
の
購

入
費
と
し
て
、
毎
年
寄
附
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

鶴
居
村
ふ
る
さ
と
情
報
館
内
の
図

書
館
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
頂
い
た
寄

附
金
を
活
用
し
て
購
入
し
た
図
書
を

紹
介
す
る
「
風
林
文
庫
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
お
立
ち
寄
り

の
際
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

動画コンテストで
　村協力隊員が優秀賞

　

伝
統
料
理
や
郷
土
食
な
ど
の
食
文

化
の
保
護
や
次
世
代
へ
の
継
承
の
た

め
、
そ
れ
ら
を
守
り
伝
え
続
け
て
き

た
方
々
の
技
、
真
摯
で
活
気
あ
る
姿

を
広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
農
林
水
産
省
北
海
道
農
政
事

務
所
主
催
の
「
受
け
継
ぎ
た
い
北
海

道
の
食
」
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
で
本
村

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
で
あ
る
井

上
千
尋
さ
ん
が
作
成
し
た
映
像
が
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

映
像
は
「
受
け
継
ぎ
た
い
茂
雪
裡

の
食
」
と
題
し
た
エ
ゾ
シ
カ
の
調
理

等
と
な
っ
て
お
り
、
北
海
道
農
政
事

務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ

と
が
出
来
る
ほ
か
、
鶴
居
村
地
域
お

こ
し
協
力
隊
Ｙ
ou
Ｔ
u
b
e
か
ら
も

見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
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みんなの掲示板
人口の動き（前月比）
※令和４年1月末時点
　総人口　　　　2,481人（±０）
　　男性　　　　1,244人（±０）
　　女性　　　　1,237人（±０）
　　うち外国人人口 34人（±０）
　世帯数　　 1,195世帯（±０）

死亡事故ゼロの日
2,272日（１月末時点）

お誕生おめでとうございます（１月届出分）
服
はっとり

部 瑚
こ

子
こ

ちゃん 女の子 鶴居市街
加
か

川
がわ

蓮
れん

介
すけ

くん 男の子 鶴居市街

予
備
自
衛
官
補
・
一
般
曹
候
補
生
募

集
の
お
知
ら
せ

北
海
道
警
察
官
募
集
の
お
知
ら
せ

〇
受
付
期
間　

令
和
４
年
３
月
１
日
か
ら
令

和
４
年
４
月
１
日
午
後
５
時
半
ま
で

〇
一
次
試
験　

令
和
４
年
５
月
８
日

　

採
用
予
定
人
数
は
2
0
0
名
程
度
を
予
定
し

て
い
ま
す
、
警
察
官
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
方

は
釧
路
警
察
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

☎
23

－

０
１
１
０

村
長
へ
の
手
紙

〇
手
紙
の
内
容

　

鶴
居
簡
易
軌
道
の
線
路
跡
を
修
復
保
存
し
、

車
両
倉
庫
な
ど
の
関
連
施
設
に
案
内
板
等
を

設
置
し
て
知
名
度
や
価
値
を
高
め
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

〇
村
の
回
答

　

村
で
は
、
鶴
居
村
営
軌
道
に
係
る
当
時
の

貴
重
な
写
真
な
ど
の
資
料
の
収
集
、
関
係
者

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
な
ど
を
保
存
・
展
示

す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
情
報
館
の
屋
外
に
展
示

し
て
い
る
自
走
客
車
等
車
両
に
つ
い
て
、
保

存
や
展
示
の
在
り
方
な
ど
の
検
討
を
続
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

〇
手
紙
の
内
容

　

釧
路
湿
原
鶴
居
展
望
台
で
は
、
樹
木
が
雄

大
な
眺
望
を
遮
っ
て
い
る
た
め
、
支
障
木
の

伐
採
や
展
望
用
の
台
な
ど
を
設
置
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

◎
村
の
回
答

　

昨
年
の
10
月
に
日
本
で
最
も
美
し
い
村
の

取
組
と
し
て
、
景
観
に
支
障
と
な
る
枝
払
い

や
草
刈
り
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
環
境
整
備
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

現
地
の
管
理
者
は
北
海
道
と
な
っ
て
お
り
、

良
好
な
眺
望
を
長
期
的
に
確
保
す
る
た
め
に

は
管
理
者
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

要
望
が
あ
っ
た
こ
と
を
北
海
道
に
情
報
を
共

有
し
て
い
き
ま
す
。

種目 資格 受付期間 試験日 試験場所
予備自衛官
（一般）

18歳以上
34歳未満 １月６日㈭

～
４月８日㈮

４月16日㈯

釧路駐屯地
予定

予備自衛官
（技能）

18歳以上で保有
する技能に応じ
53歳～55歳未満

帯広駐屯地
予定

一般曹候補生
（陸・海・空）

18歳以上
33歳未満

３月１日㈫
～

５月10日㈫
５月21日㈯

道東経済
センタービル
予定

一般幹部
候補生

（陸・海・空）

22歳以上26歳未
満の者で大学卒
業程度の学力を
有する方

３月１日㈫
～

４月14日㈭

一次試験
４月23日㈯・24日㈰
※24日については飛

行要員のみ

道東経済
センタービル
予定

※一般幹部候補生につきましては、飛行要員もありますので問い合わせください。
※試験日および試験場所は変更になる場合があります。

議　

会

令
和
４
年
第
１
回
鶴
居
村
議
会
臨
時
会

　

今
臨
時
会
は
２
月
７
日
の
会
期
１
日
間
で

開
か
れ
、
議
案
３
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
原
案
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
３
年
度
鶴
居
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
に
つ
い
て
）

議
案
第
２
号　

鶴
居
村
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
鶴
居
村
村
立
診
療
所
）

　

地
方
自
治
法
第
2
4
4
条
の
２
第
３
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
通
り
鶴
居
村
公
の
施

設
に
係
る
指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た
。

〇
施
設
の
名
称
お
よ
び
所
在
地

　

名　

称　

鶴
居
村
立
鶴
居
診
療
所

　

所
在
地　

鶴
居
村
鶴
居
東
５
丁
目
３
番
地

〇
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
名
等

　

名　

称　

医
療
法
人
資
生
会

　

代
表
者　

佐
藤　

正
俊

　

所
在
地　

千
歳
市
桂
木
１
丁
目
５
番
６
号

　

指
定
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令

　
　
　
　
　
　

和
５
年
３
月
31
日
ま
で

議
案
第
３
号　

令
和
３
年
度
鶴
居
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
に
つ
い
て

採
用
試
験

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

〇
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
（
特
別
）

（
高
卒
程
度
）

〇
受
験
資
格　

令
和
４
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
13
年
を
経
過
し
て

い
な
い
者
お
よ
び
令
和
４
年
９
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
者　

等

〇
受
付
期
間　

３
月
18
日
（
金
）
〜
３
月
25

日
（
金
）
ま
で
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
）

〇
第
１
次
試
験　

５
月
15
日
（
日
）　

〇
試
験
場
所　

釧
路
市　

等

〇
お
問
い
合
わ
せ
先　

釧
路
海
上
保
安
部
管

理
課　

☎
０
１
５
４

－

２
２

－

０
１
１
８

〇
海
上
保
安
官
採
用
試
験（
大
卒
程
度
）

〇
受
験
資
格　

令
和
４
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
者
で
、
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）

を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
令
和
５
年
３
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
者　

等

〇
受
付
期
間　

３
月
18
日
（
金
）
〜
４
月
４

日
（
月
）
ま
で
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
）

〇
第
１
次
試
験　

６
月
５
日
（
日
）　

〇
試
験
場
所　

釧
路
市　

等

〇
お
問
い
合
わ
せ
先　

釧
路
海
上
保
安
部
管

理
課　

☎
０
１
５
４

－

２
２

－

０
１
１
８
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 凍原社２月句（俳句）

ミ
ヤ
ノ

ち
え
こ

公

子

春
夢
子

和

子

紀
代
子

恒

子

大
寒
に
抱
き
し
め
ら
れ
て
い
る
列
島

寒
き
日
の
茶
飲
み
茶
碗
の
温
さ
か
な

外
吹
雪
ド
ア
を
開
け
ど
足
止
ま
る

温
暖
化
さ
れ
ど
人
の
世
寒
さ
か
な

寒
卵
一
品
料
理
か
け
ご
飯

大
寒
や
鶴
の
戯
れ
眺
む
窓

寒
林
に
映
え
る
夕
日
の
静
け
さ
よ

〇
手
紙
の
内
容

　

村
道
中
幌
呂
下
雪
裡
線
の
峠
は
、
阿
寒
連

峰
や
釧
路
湿
原
な
ど
が
眺
望
で
き
、
展
望
ス

ポ
ッ
ト
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
峠

に
名
前
を
付
け
て
は
ど
う
で
す
か
。

◎
村
の
回
答

当
該
地
の
路
線
は
、
過
去
に
村
営
下
雪

裡
公
共
牧
場
を
有
し
、
酪
農
振
興
に
資
す
る

産
業
道
路
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
牧
場
が
閉
鎖
さ
れ
、
交
通

安
全
上
の
問
題
な
ど
か
ら
も
生
活
路
線
の
位

置
づ
け
と
は
し
て
お
ら
ず
、
冬
期
間
は
通
行

不
可
（
除
雪
未
実
施
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
地
の
優
れ
た
景
観
は
十
分
に
認
識
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
観
光
等
を
目
的
と

し
た
一
般
道
路
と
し
て
の
利
用
は
考
え
て
お

ら
ず
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
道
路
管
理
と
し
て

い
ま
す
。

〇
手
紙
の
内
容

1
9
8
0
年
代
に
Ｔ
Ｖ
放
送
さ
れ
た
「
池

中
玄
太
80
キ
ロ
」
の
中
で
、
鶴
居
村
と
タ
ン

チ
ョ
ウ
が
特
集
さ
れ
て
い
る
の
で
、
鶴
居
村

で
も
一
本
道
の
場
面
や
挿
入
歌
な
ど
を
活
用

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

◎
村
の
回
答

本
村
に
と
っ
て
「
池
中
玄
太
80
キ
ロ
」

の
放
送
は
、
地
域
お
こ
し
や
観
光
要
素
と
し

て
は
大
変
素
晴
ら
し
い
素
材
で
あ
り
ま
す
が
、

一
定
の
ル
ー
ル
を
定
め
な
け
れ
ば
、
観
光
客

な
ど
が
無
断
で
私
有
地
に
入
り
込
み
、
地
域

住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
や
交
通
安

全
上
の
問
題
、
さ
ら
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
息

を
脅
か
す
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

挿
入
歌
「
鳥
の
歌
」
の
活
用
も
、
著
作
権
な

ど
、
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

多
く
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
ご
意
見
を
受
け
止
め
な
が
ら
、「
池

中
玄
太
80
キ
ロ
」
に
限
ら
ず
、
鶴
居
村
が
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
多

く
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、
現

在
、
Y
o
u
T
u
be
な
ど
の
S
N
S
を
活
用

し
て
鶴
居
村
の
多
く
の
情
報
発
信
を
担
っ
て

い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
撮
影
し
た
、

飾
り
気
の
な
い
鶴
居
村
の
日
常
風
景
の
素
晴

ら
し
さ
を
広
く
発
信
し
、
多
く
の
皆
様
に
鶴

居
村
を
知
っ
て
も
ら
い
、
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

い
た
だ
く
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

〇
手
紙
の
内
容

　
「
鶴
居
村
観
光
十
景
」
で
は
、
通
行
が
困

難
な
箇
所
や
景
観
で
は
な
く
観
光
施
設
の
箇

所
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
鶴
居
村
の
観
光

推
進
の
た
め
に
見
直
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

◎
村
の
回
答

鶴
居
村
観
光
十
景
は
、
平
成
元
年
に
選

定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
鶴
居
村
観
光
協

会
の
意
見
等
を
聞
い
て
選
定
内
容
の
一
部
を

見
直
し
て
い
ま
す
。

観
光
十
景
の
中
に
は
、
景
観
選
定
に
そ

ぐ
わ
な
い
も
の
や
、
魅
力
が
発
信
し
き
れ
て

い
な
い
な
ど
の
現
状
も
あ
り
ま
す
が
、
本
村

で
は
観
光
に
よ
る
誘
客
・
集
客
が
増
加
傾
向

に
あ
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
十
景
の
取

組
は
、
本
村
の
知
名
度
向
上
に
十
分
な
役
割

を
果
た
し
た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
現
在
、

当
該
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

ま
す
。

今
後
は
、「
観
光
ス
ポ
ッ
ト
」
の
魅
力
向

上
や
、
積
極
的
な
情
報
発
信
に
注
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
村
長
へ
の
手
紙
」
に
つ
い
て

　
「
村
長
へ
の
手
紙
」
は
村
民
皆
さ
ま
の
生

の
声
を
村
長
へ
届
け
る
手
段
と
し
て
ご
活
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
箱
・
用
紙
に
つ
い
て
は
、
総
合
セ

ン
タ
ー
（
役
場
正
面
玄
関
入
口
付
近
）
と
ふ

る
さ
と
情
報
館
「
み
な
く
る
」
に
設
置
し
て

お
り
、
回
答
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
必

ず
回
答
文
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
１

役
場
総
務
課
総
務
係

そ
の
他

『
引
越
し
の
際
は
、住
民
票
の
異
動
も
忘
れ
ず
に
』

　

入
学
・
就
職
・
転
勤
等
に
よ
る
引
越
し
で
、住

所
を
異
動
さ
れ
る
方
は
、住
民
票
の
異
動
届（
転

出
届
・
転
入
届
・
転
居
届
等
）が
必
要
で
す
。

　

住
民
票
の
異
動
届
は
、
国
民
健
康
保
険
及

び
国
民
年
金
の
資
格
の
確
認
や
、
選
挙
人
名

簿
へ
の
登
録
な
ど
に
つ
な
が
る
大
切
な
手
続

き
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
本
人
確
認
書
類
と
な
る
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）」
の

住
所
等
は
、
最
新
の
も
の
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
生
活
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

☎
０
１
５
４

－

６
４

－

２
１
１
３
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消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 第２回 鶴居村防火標語「大丈夫　火災報知器　何年目？」
令和３年度 全国統一防火標語「おうち時間 家族で点検 火の始末」

　鶴居消防署では、石油施設（石油コンビナート等）の災害に対応するために、
石油貯蔵施設を持つ自治体と隣接する自治体の地域防災力の向上を図る目的と
して交付される「石油貯蔵施設立地対策等交付金」を活用して「空気呼吸器用
高圧容器（空気ボンベ）」を更新しました。
　今年度の事業により１２本が更新となり、火災等の災害時における濃煙内の
活動時間延長や活動隊員の安全性の向上が期待されます。

令和３年度石油貯蔵施設立地対策等交付金事業

　昨年の10月より119番通報は全て弟子屈消防署にある消防本部通信指令室で受信
しています。
　通信指令室では119番通報により、地図検索システムで出動先の住所や発信者
の位置情報を取得し、消防車や救急車を出動させています。素早い出動場所の特
定のためにも緊急時には必ず119番通報するようにしましょう。今まで鶴居消防署の代表電話（６４－
２３４４）に通報されていた方も必ず119番通報するようにお願いします。通報時は落ちついて火災や救急、
事故などの種別を伝え、鶴居村からの住所、世帯主の名前、詳しい内容を教えてください。

火事・救急・救助は１１９番

寒さにより火気の使用が増え、全国的に住宅火災が増加して
います。寝る前や外出時には、必ず火の元を確認しましょう。

収
しゅう

れん（現象）とは、太陽光がレンズや鏡により反射又は屈折して一点に集まることをいい、原理とし
ては、虫眼鏡で太陽光を一点に集めて発熱させる理科の実験と同じものです。その場所に燃えるものが
あると火災になる場合があり、それを「収れん火災」といいます。
　この火災は、太陽の位置、気象条件、収れんを起こす物の位置、燃える物の存在などの様々な条件が重なっ
た時に発生し、１年のうち11月から４月に多く発生しており、空気が乾燥しやすく、太陽の高度が低くなっ
て部屋の奥まで光が差し込む冬から春にかけて注意が必要です。窓際や太陽光が差し込む範囲には、収
れん現象が起こる可能性がある鏡や金魚鉢等を置かないようにしましょう。
　収れん火災の原因となる物は鏡や透明な球体が多く、水を入れたペットボトル、車や家庭の窓に貼り
付けた透明な吸盤、置き時計など多岐にわたり、いずれも家庭にある身近な物ばかりです。また、屋外
においても猫除けの水を入れたペットボトルや車のホイールの反射・屈折により収れん火災が発生した
ケースが報告されています。屋外の自動車やバイク、ペットボトルなども気を付けましょう。

『収れん火災』知っていますか？

（収れんの原因となる物）例・・・
　・ペットボトル　・金魚鉢　・花瓶　・メガネ　・虫眼鏡　・鏡（凹面鏡）
　・ステンレスボウル、洗面器　・ガラス玉、水晶玉　・窓に貼り付けた透明な吸盤　など

　朝夕や冬場は太陽の高度が低く、部屋の奥まで太陽光 が差し込みやすいので特に注意しましょう。
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保健福祉課健康推進係　　　（☎0154-64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎0154-64-2999）おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす

　新型コロナウイルスの影響が長期化し、感染への恐怖や外出自粛等で日々行動制限から、ストレスが

高まり、メンタルヘルス不調を感じる方は少なくありません。通常は気分転換などでストレス対処が可

能です。しかし強い緊張状態に長期間さらされた場合、うつ病などにつながる可能性もあるため、日頃

のセルフケアがとても重要です。その上でも、眠れない日が続く、普段楽しめることも楽しめない、あ

るいは仕事や日常生活に支障をきたすといった状態になれば躊躇せずに専門機関を受診することが大事

です。

❖ こころの病気の初期サインに気づく

　次のような気になる症状が続くときは、専門機関に相談しましょう

•  気分が沈む、憂うつ 　　　　　　　　　　 •  何をするのにも元気が出ない 　　

•  イライラする、怒りっぽい 　　　　　　　 •  理由もないのに、不安な気持ちになる 　　

•  気持ちが落ち着かない 　　　　　　　　　 •  胸がどきどきする、息苦しい　　　　　 

•  何度も確かめないと気がすまない 　　　　 •  何も食べたくない、食事がおいしくない 　

•  なかなか寝つけない、熟睡できない 　　　 •  夜中に何度も目が覚める 

❖ 周囲の人が気づきやすい変化

　以前と異なる状態が続く場合は、体調などについて聞いてみましょう

• 服装が乱れてきた 　　　　　• 急にやせた、太った 　

• 感情の変化が激しくなった 　• 表情が暗くなった 　　

• 一人になりたがる 　　　　　• 不満、トラブルが増えた 

• 独り言が増えた 　　　　　　• 他人の視線を気にするようになった 

• 遅刻や休みが増えた 　　　　• ぼんやりしていることが多い 　

• ミスや物忘れが多い

違和感に気づいたら
心配する気持ちをただ伝える。
それがいのちを支える
『ゲートキーパー』
にできること

 相 談 先 
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保健福祉課健康推進係　　　（☎0154-64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎0154-64-2999）おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす

新型コロナワクチン関連情報

１、２回目を接種後、鶴居村に転入された方へ
　新型コロナワクチン初回接種（１、２回目接種）後に転居し、鶴居村に住民票を異動された場合、追加
接種（３回目接種）用の接種券のための発行申請が必要です。
　発行申請を行わなければ接種券は届きませんので、追加接種の希望がある方は必ず申請を行ってくだ
さい。２回目接種から６か月経過してから追加接種用接種券を発行いたします。

申請場所：鶴居村役場保健福祉課　保健師（0154－64－2116）
必要書類：〇初回接種（１、２回目接種）接種済証　〇本人確認書類
　　　　　〇新型コロナワクチン接種券発行申請書※

※役場窓口、鶴居村HPでダウンロード可能

ふるさと情報館みなくるにはふるさと情報館みなくるには
「「〝〝こころこころ〞〞やや〝〝からだからだ〞〞が元気になる本」が元気になる本」

が展示されています。が展示されています。
お越しの際はぜひお立ち寄りください。お越しの際はぜひお立ち寄りください。

ファイザー社ワクチンの有効期限について
　ファイザー社ワクチン（12歳以上用）については、令和3年（2021年）9月10日に－90℃～－60℃ 
での有効期間が６か月から９か月に延長されました。 他方、有効期限が令和４年（2022年）２月末ま
で又はそれ以前となっているワクチンは、有効期間 が６か月という前提で有効期限が印字されて
います。 これらのワクチンについては、貴重なワクチンを無駄にせず、有効に活用する観点から、
下記の「接種に活用して差しつかえない期限」まで使用することが可能です。 

参考資料：令和４年２月１日付け厚生労働省健康局健康課予防接種室事務連絡 別添１）
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新刊案内 鶴居村図書館だより

紹介している本は２月23日（水）から利用できます。

●開館時間……10：00～ 18：15
●休 館 日……３月の休館日は３月29日（火）です。３月の休館日は３月29日（火）です。
●貸し出し…… 【本・雑誌・紙芝居】
　　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【CD・VTR・DVD】
　　　　　　　　　２週間
 （CD３点、VTR２点、DVD１点まで）

館内利用について
新型コロナウイルス感染予防のため、図書
館・ふるさと情報館をご利用の方は手洗い
や消毒、マスク着用等のご協力をお願いい
たします。また、発熱がある等、体調不良
の方はご利用をお控えいただきますようお
願いいたします。

ボタニカ 六つの村を越えて髭をなびかせる者

おとなってこまっちゃう ぼくらのパパは、だいとうりょう

堀田龍也ほか　監修
GIGAスクール構想が実施
された。学習指導要領が求
める学習インフラである情
報端末をどんな風に使って
いけばいいのだろうか。小
中学校の授業の変化の様子
をつぶさに記録し、整理す
る。

西條奈加　著
江戸中期、蝦夷地見分隊に
随行した出羽国の最上徳内。
雄大で厳しい自然の中で、
アイヌの少年や長たちと交
流する徳内は、アイヌを虐
げ、搾取する松前藩に怒り
を覚え…。歴史長編。

ハビエル・マルピカ　著
９歳のサラのおじいちゃん
が、ママと同じくらいの年
の人と結婚することに。結
婚式に行きたいサラは、大
反対のママと婚約者に仲良
くしてもらおうとして…。
素直になれない大人たちと
サラがまきおこすファミリー
コメディ。

ジョイ・マカラ　作
シェイダ・アブヴァビ・ベスト　絵
バイデン家の飼い犬、チャ
ンプとメイジャーは、パパ
がアメリカ大統領になった
ため、ホワイトハウスに引っ
越すことに。メイジャーは
ホワイトハウスに住む初め
ての保護犬となり…。

朝井まかて　著
小学校中退ながらも独学で
植物研究に没頭した牧野富
太郎。東京大学理学部植物
学教室に出入りを許され、
新種の発見など目覚ましい
成果を上げるが…。稀代の
植物学者を描く長編小説。

沼津りえ　著
ホットサンド、フルーツサ
ンド、トーストバリエーシ
ョン…。パンとサンドイッ
チのおいしい300レシピを
紹介。サンドイッチ弁当の
付け合わせや、手軽に作れ
る3種類のパン、マヨネー
ズ&バターのバリエーショ
ンなども収録。

続GIGAスクールはじめて日記 パン＆サンドイッチ　おいしい！300レシピ
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　毎年恒例のタンチョウ数かぞえ調査（正式名：タンチョウ越冬分布調査／道主催）が、今年度も２回（12月３日、
１月25日）実施されました。多くのみなさんのご協力をいただき、２回目調査では村内で647羽が確認されたほか、
今冬のタンチョウの様子がいろいろとわかりました。

【分布状況】
　１回目調査時は越冬地への移動が完全に進んでおらず各地にばらけているので、分布状況を知るよい機会に
なります。道東だけで全体の901羽のうち874羽（約97％）が確認されましたが、一方で、道央（日高管内10羽、
胆振と空知の両管内で各３羽、石狩管内２羽）やオホーツク（９羽）でも確認されました。依然として道東に
集中してはいますが、近年では他地方でも少数ながら毎年確認されます。道東以外で繁殖し、この時期まで居
残るタンチョウが増えているようです。

【村内の確認羽数】
　２回目調査時は越冬地への移動がだいたい落ち着いている時期なので羽数の把握に適した時期と言えます。
全道の結果はまだ発表されていないので、鶴居村の速報結果を表１に示しました。大規模給餌場のある下雪裡、
中雪裡をはじめ、すべての地区で確認されましたが、全体的には昨年度の羽数を下回る地区が多く、確認羽数
は昨年度を51羽下回りました。ただ、積雪の影響で調査ができなかった場所もあり、見落としがそれなりにあ
ったと思いますので、例年並みの羽数といえるのではないでしょうか。

【村内で確認された場所の環境】
　15時前後に確認された331羽の確認場所の環境割合を図１に示しました。全体の半数近くが給餌場で確認さ
れました。昨年度より積雪量が多かったので、自然のえさはとりづらかったと思うのですが、給餌場のほか、
農場敷地内や水辺などを行き来しながら過ごしている様子がうかがえます。タンチョウの動向には毎年注視し
ていますが、まだまだわからないことが多いと実感します。とはいえ、根気よく観察しデータを集めておけば、
いずれ必ず役に立ちます。今後も多くのみなさんのご協力をお願いする次第です。

今年は647羽のタンチョウを確認今年は647羽のタンチョウを確認
～タンチョウ数かぞえ調査の速報結果～～タンチョウ数かぞえ調査の速報結果～

表１　地区別集計表（第２回調査）

調査地区
今年度の結果 昨年度の結果

調　査
場所数

調査
人数

羽数 調　査
場所数

調査
人数 羽数計成鳥 幼鳥 不明 計 昨年比

1 中久著呂 1 2 6 1 0 7 5 1 2 2
2 下久著呂 3 4 54 5 0 59 ▲ 26 4 3 85
3 茂雪裡 2 2 2 1 0 3 ▲ 1 2 2 4
4 支雪裡 2 3 4 1 0 5 5 2 1 0
5 中雪裡 14 16 157 13 0 170 ▲ 61 9 11 231
6 下雪裡 7 11 296 15 26 337 45 6 18 292
7 新幌呂・上幌呂 2 3 2 0 0 2 ▲ 6 2 2 8
8 支幌呂 3 4 23 2 0 25 ▲ 6 2 2 31
9 茂幌呂 1 2 6 0 0 6 5 1 1 1
10 中幌呂・中幌呂下 5 5 23 4 0 27 ▲ 8 5 5 35
11 下幌呂・温根内 5 6 4 2 0 6 ▲ 3 6 7 9

合　　計 45 58 577 44 26 647 ▲ 51 40 54 698

図１　環境別集計表

令和４年３月号　26
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給餌場で休憩中の「025」とその子供

鶴居 タンチョウ 検索

櫻　井　真　弓
鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ

〒085－1205　鶴居村中雪裡南　☎64-2620／FAX64-2239

イクメンは遺伝する？　標識タンチョウ025の話
　サンクチュアリ給餌場に飛来するタンチョウには、標識がついている個体がいます。「85V・20P・
025・184・313・330」などは、ほぼ毎日サンクチュアリ給餌場に顔を出す常連さんです。タンチョウ
の標識は、まだ飛べない子供のタンチョウを捕まえて装着するので、生年と出生地が分かります。また、
装着時に採血をして調べるので、性別も判明します。タンチョウは３歳を過ぎると、見た目には老若男
女ほぼ一緒なのですが、標識タンチョウを観察すると、男女差や年齢差、個体差がある事が分かります。

　標識タンチョウ「025」は、2006年に根室で生まれたオスのタンチョウです。数年前まではサンクチュ
アリの最強タンチョウと言っても良いくらい、けんかは負け知らず。常に他のタンチョウを蹴散らして
いましたが、この２、３年は穏やかに過ごしていて、盛りは過ぎた印象です。
　盛りを過ぎたと思われる「025」ですが、子作りはまだまだ現役です。今シーズンは１月５日に妻と
子供１羽を伴ってサンクチュアリ給餌場に飛来し、その後は、ほぼ毎日サンクチュアリを利用していま
す。

　タンチョウが給餌場で過ごす越冬期は、子育てはもう終盤です。２月に入ると、親子別々に行動して
いる様子も観察できます。そんな中「025」はいつも子供とベッタリです。子どもの方も、父親の「025」
の傍らにいることが多く、「025」にくちばしを寄せて甘える様子を何度も見ました。その横で母親のメ
スは、「もう勝手にやってよね～」と言わんばかりに、少し距離をおいて１羽で餌を食べたりしています。
縄張りをめぐるタンチョウ同士の争いはオス主導の事が多く、給餌場ではオス同士が睨み合っている横
で、メスと子供が知らぬ顔で餌を食べている事もあります。ですから、子育ての主軸はメスと言う印象
ですが、「025」のつがいは、見るからにオスの「025」が甲斐甲斐しく子供の世話を焼いています。
　なわばりのある根室で「025」家族を見守っている方から話を聞くと、「025」は、もともといたオス
が事故で亡くなった後に、未亡人になったメスとつがいになった後入りの夫で、メスより年下だろうと
のこと。姉さん女房の体を気遣ってか、それとも単に子煩悩なのかは分かりませんが、育雛中もかなり
積極的に子育てに加わり、根室でも子供とベッタリ寄り添って過ごしているそうです。

　実は「025」の父親タンチョウも「T25」という標識鳥。
今は亡き「T25」ですが、生前は標識タンチョウ界きっ
ての子煩悩で、過去の写真を整理していると、子供とラ
ブラブの写真ばかりが出てきます。残念ながら「T25」
が「025」を育雛している記録や写真は探せませんでし
たが、「025」は、父親の「T25」に大事に育てられた経
験から、子煩悩になったのか、それともイクメン遺伝子
を引き継いだのか…？　本当のところは分かりませんが、
「025」は、サンクチュアリに飛来する標識タンチョウの
中では、イクメン度ナンバーワンです。

シリーズ

タンチョウ
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今月号の表紙

寄　付
株式会社山口工務店
代表取締役　山口　貢司　様
タンチョウの愛護に関する事業として　100,000円
自然環境の保全等に関する事業として　100,000円
地域振興及び地域福祉等に関する事業として

　300,000円
釧路風林カントリークラブ
理事長　正岡　一男　様
風林文庫購入費として　100,000円

ふるさと納税（1月分）　216件　2,253,000円

３月のイベント

地域おこし協力隊の活動はこちらから

フェイスブックツイッター
インスタグラム ユーチューブ

編集後記
　３月になり、日が長く感じるようになってきまし
た。乾いた冷たい風が吹くのは相変わらずですが、
太陽が出ているだけでなんとなく暖かく感じます
ね。本州では徐々に桜の開花が告げられて桜前
線が北上を始めます。３月は「春」を連想させる
言葉が多くあります、本格的に新年度が近づいて
いるのが実感できますね。（F）

日時：３月１日（火曜日）9：30～
確定申告相談【対象地区：中幌呂、中
幌呂下、支幌呂、茂幌呂】
場所：幌呂農村環境改善センター
　　　相談室
―――――――――――――――――
日時：３月２日（水曜日）9：30～
確定申告相談【対象地区：幌呂市街】
場所：幌呂農村環境改善センター
　　　相談室
―――――――――――――――――
日時：３月４日（金曜日）9：30～
確定申告相談【対象地区：中雪裡】
場所：役場２階　第３会議室
―――――――――――――――――
日時：３月７日（月曜日）9：30～
確定申告相談【対象地区：下雪裡】
場所：役場２階　第３会議室
―――――――――――――――――
日時：３月８日（火曜日）9：30～
確定申告相談【対象地区：中久著呂、
下久著呂】
場所：役場２階　第３会議室
―――――――――――――――――
日時：３月８日（火曜日）10：00～
第１回鶴居村議会定例会
場所：役場２階　議場
―――――――――――――――――
日時：３月９日（水曜日）9：30～
確定申告相談【地区指定なし】
場所：役場２階　第３会議室
―――――――――――――――――
日時：３月９日（水曜日）10：00～
第１回鶴居村議会定例会
場所：役場２階　議場
―――――――――――――――――
日時：３月10日（木曜日）9：30～
確定申告相談【地区指定なし】
場所：役場２階　第３会議室
―――――――――――――――――
日時：３月10日（木曜日）10：00～
第１回鶴居村議会定例会
場所：役場２階　議場
―――――――――――――――――
日時：３月11日（金曜日）9：30～
確定申告相談【地区指定なし】
場所：役場２階　第３会議室
―――――――――――――――――
日時：３月11日（金曜日）10：00～
第１回鶴居村議会定例会
場所：役場２階　議場
―――――――――――――――――
日時：３月14日（月曜日）10：00～
第１回鶴居村議会定例会
場所：役場２階　議場
―――――――――――――――――
日時：３月14日（月曜日）９：30～
確定申告相談【地区指定なし】
場所：役場２階　第３会議室

　村の地域おこし協力隊
の井上さんが撮影した一
枚です。これから暖かく
なり冬の澄んだ空の中で
の景色も見納めかもしれ
ませんね。


